
間 89
。朝日大学

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。

<)'~!愉〉
大学評価基準を満たす認定マーク

12014年度事業計画」決まる
2014年度朝日大学事業計画が、学校法人朝日大学理事会において決定された。

「魅力ある大学、選ばれる大学Jをめざし、宮田情理事長のもと、大友克之学長を
はじめとする全教職員が一体となっての事業計画がスター卜する。

-・・・・・・・・・・・ ・-・-...・-・・・・・・・・....・・・・・・・・.........
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・・・-・・・・・・・・・....・・.・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・...・・・・・・・.................. 
・・・・・・・・・・・・-・.................... ."............... ・・.....................・........................... 
・・・・・・・・・・・・...................... 

................ ................ ................ ................ ................ ................ ................ ................ ................ ................ ..............ι.‘. ............... ................ ................ ................ ................ ................ ................ ............... ................ 
・

宇津木氏(ソフトボール元全日本監督)、英智氏(中日ドラゴンズコーチ)、後厳氏(朝日大学客員教授)がトップレベルのコーチングを語る
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「建学の精神」に基づき

「混迷を深める今だから

とそ、教育の重要性が問わ

れている」

教職員を前に2014年度
事業計画の基本方針を

述べる宮田備理事長

「魅力ある大学、選ばれる大学」をめざす

12014年度事業計画が決まる

2014年度の事業計画が、本年1月の理事会で決定された。

建学の精神「国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして人類

普遍の人間的知性に富む人間の育成Jに基づき、次世代を担う若者の

夢の実現のため、教育の質の向上をはかり、社会の多様な変化に対応

できる有為な人材の育成に全力で取り組むことになる。概要は次のとおり。

1 優秀な学生の確保

優秀な学生の確保をはかるため、教育の質の向上への取組みゃ恵まれ

た修学環境を積極的に広報する。また、地域社会のニーズに合った学

部・学科の設置等を検討する。

2 教育研究活動の質の向上

学士力を強化するため、これまでの知識伝達型授業から学生が主体的

に問題解決に取り組む能動的学習への転換をはかる。大学院において

は、高度な専門職業人及び研究者の養成を継続する。

3 学生支援対策

学生の充実した学生生活をサポー卜するため、相談窓口への専任スタッ

フ配置のほか、附属病院での診療費補助や各種奨学金制度による経済

的支援などを行う。また、就職対策として、就職セミナーや個人面談等の

実施、インターンシップ等、個別に徹底した就職指導を行う。

4 活発な国際交流の継続

海外協定校(5か国8大学)との相E交流や海外での語学・異文化体験研修

等を引き続き実施し、国際未来社会で活躍する人材の育成に努めていく。

5 !也級社会、ステークホルダー等への貢献及び連携

本学が有する知識・情報などを地域の方々に提供していくため、瑞穂市

をはじめ近隣地域を対象とした公開講座や市民相談室のほか、高校へ

の出張講座、英語弁論大会や中学生対象のジュニアロースクールなと、を

引き続き実施する。また、本学の三医療機関(附属病院、PDI岐阜歯科

診療所及び附属村上記念病院)において、地域住民の方々の健康維持・

増進に努めていく。

そのほか、学生の指導・生活支援について父母と連携強化をはかるた

め、全国各地で教育後援会等を開催する。

6 生涯教育の強化

高度な専門的知識と技術を持つ総合臨床歯科医師養成のため、引き続

き、歯科医師に対し実践的体系的な基礎的臨床教育、実践的臨床教育、

高度専門的臨床教育プログラムによる生涯研修事業(CE)を実施する。

7 施設・設備の充実

計画的に施設・設備、教育研究機器等を整備し修学環境の改善をはかっ

ていく。また、附属病院及び歯学部研究棟について、建て替えに向け具体

的計画の策定を進める。

8 法人運営の基盤強化

安定した収入の確保のため、引き続き学生募集に全力を挙げるととも

に、安定的な医療収入の確保と合理的な経費削減をはかり、バランスの

取れた適正な収支の維持に努めていく。

教職員の資質向上が不可欠

教育職及び事務職の管理者を対象としたSD研修会が開催され、

大友克之学長、菱田健治常務理事らから12014年度事業計画の概要」

と「本学の現状分析」について詳細に解説された。

出席者たちは、建学の精神に基づきより一層の大学改革の推進と

組織力強化をはかることが「魅力ある

大学、選ばれる大学づくり」につながる

ものであるとの認識を深めた。

.大学教員に求められる能力

また、法学部では、本学客員教授、日弁 大友学長らが講師を務める

違憲法委員会副委員長で法律資格の受験指導校を主宰する伊藤真弁護

士を招へいし、FD研修会を開催した。伊藤氏は今日の高等教育において、

学生たちの夢をかなえるために「やる気jを

ヲ|き出す能力や「学び続けるカJを育成す
る能力が教員に求められていると誇った。

参加者は、大学教員が備えるべき能

力や学生を変容させる効果的な指導方

法のあり方などを学んだ。 伊藤氏が「一票の格差J問題を語る

また、伊藤氏はFD研修会に先立ち開講された「憲法特別講義Jで、
「ひとり一票の実現のためにJと題した講演を行った。法学部学生や教職

員ら約150名が「一票の格差J問題について熱心に耳を傾けていた。
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・ .• 
: SD [staff development] : : FD [faculty development] 

:織員の意識改革、能力開発の実践的手法教員の教育力を高めるための実践的手法:



岐阜歯科学会が

40周年を迎える
1973年に設立された岐阜歯科学会が設立40周年を迎え記念大会を開催した。

日本学術会議の会員資格を有する同

学会は会員数1.100名を数え、「岐阜歯

科学会雑誌」の発行(毎年1巻3号)、総

会・学術大会・特別講演会の定期開催な

ど、医学及び歯科医学における教育・研

究・臨床の発展に大いに寄与してUミる0

.盛大に記念大会を開催

記念大会で磯崎篤則会長
(歯学部長)が挨拶

記念式典・祝賀会が盛大に行われた穂積キャンパス6号館では、学内

外の演者による記念講演会などが開催。講演会会場では活発な質疑応

答や研究情報の交換がなされ、記念大会は盛会裏に終了した。

記念講演会

「岐阜歯髄細胞コレク‘ンョンー未来の再生医療を支えるためにできるとと一」

岐阜大学大学院医学系研究科組織・器宮形成分野 手場建一准教授

私の研究歴から

「心疾患におけるアポ卜ーシスの意義」

朝日大学歯学部総合医科学講座内科学分野 竹村元三教授

海外研修を終えて

「UCLAに留学して」

朝日大学歯学部口腔機能修復学講座歯科補綴学分野 羽田詩子講師

「胎仔マウス唾液腺の組織間RNAコミュニケーション」

朝日大学歯学部口腔感染医療学講座歯科薬理学分野 林 徹 助教

ASAHI University News Letter 

CLOSEUP…… 

瑞穂市と包括連携
協定を締結
朝日大学と瑞穂市はこれまで様々な形で連携・協力関係を築い

てきている。このことから、さらなる相互の発展のため「包括連携協

定Jを結ぶこととなり、調印式が瑞穂市役所で行われた。堀孝正

市長と大友克之学長が協定書を交わし「連携協定が瑞穂市と

朝日大学の発展に寄与することを願いますJと挨拶した。

.より積極的な相互交流

本協定は、多様な分野において包括的で緊密な協力関係を築く

と共に、持続・発展的に連携を深めることにより、活力ある地域社会

の形成・発展や未来を担う人材の育成、瑞穂市民等の教育・文化

活動の推進など、さらなる地域貢献への寄与をめざすものである。

今後、まちづくりや人材の育成、産業振興、教育・文化、国際

交流及びスポーツの振興など、今まで以上に地域社会に多様な

貢献ができるよう、 r，h\ ~1( "j と仰111 大学との

積極的な相互交流 r述肢に関する協定書調印式
がはかられることと

なる。

堀市長と大友学長が
連携協定に調印

社会人基礎力グランプリ「準優秀賞J柿スイーツの開発
全国の大学生チームが、大学の授業(ゼミ・研究等)を通じて社会人に必

要な自主性や協調性などを身に付けどれほど成長したかを競う「社会人基

礎カ育成グランプリ中部大会」が、経済産業省などの主催により開催された。

名古屋産業大学文化センターで開催された同大会へは、書類選考を

通過し岐阜県で唯一の出場となった法学部の刑

事法ゼミがみごと「準優秀賞」の栄冠に輝いた0

.地域社会との連携をはかる

同大会では、はじめに指導教員の大野正博

教授が「教員の視点一刑事法教育とフィールド

ワーク Jと題し、授業における教育目標と指導

内容を解説。続いて代表学生3名が「地域にお

ける少年の更生支援ーともだち活動一」をテーマ 「準優秀配受賞の代表学生3名

に、地域社会との連携活動を通して身に付けた社会人基礎力について

堂々 と発表した。

大野教授は、「今回の受賞は周囲からの支えによるもの、常に感謝の

気持ちを忘れることなく地域社会に役立つ社会人となってほしいjと語った。

同グランプリ大会には、これまでにボランティア団体「劇団朝日Jと「めぐ
るJが出場し、共に「奨励賞」を受賞している。

ビジネス企画学科の学生たちは、マーケティング研究所と瑞穂市商工会

の連携協定のもと、商工会が取り組んでいる特産品開発に参画、瑞穂市を

代表する農産物の柿を使ったスイーツの共同開発に取り組むこととなった0

.瑞穂市商工会との連携

同学科消費者心理コースに所属する学生たちは、はじめに商工会を

訪問、スイーツ開発の背景ーやこれまでの商品開発プロセスの説明を受け

た。その後、開発中の7品目について穂積キャンパス6号館食堂で学生を

対象に、また、瑞穂市巣南庁舎で開催された「ふれあいフェスタ」会場で

は、市民らとふれあいながら約500名を対象に試食アンケートを実施した。

学生たちは、地域社 ・

会とのかかわりを通じ、

様々なマーケティング課

題に取り組むことで、体

験的・実践的に「商品

開発や販売促進」を学

んでいる。

場亀

「ふれあいフ工ス空」会場で試食アンケート

03 
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中国大使館の公使が来学

中国大使館の韓志強公使を穂積キャンパスに向かえ特別講演会が

開催された。

今回の講演は、宮田備理事長の中国国家友誼賞受賞(2012年9月)

をきっかけに、中国大使館と大友克之学長との聞で発展してきた友好関

係から実現したもの。

講演会に先立ち韓公使は裳賞春三等書記官、中国国際人才交流

センター李慧菅総代表と共に大友学長を表敬訪問。大友学長は今回の

来岐に感謝の意を表すると共に、今後も日中両国のさらなる発展のため

「建学の精神jに立脚した交流の促進をはかっていくことを約束した。

.両国の友好発展のために

韓公使は「中日両国関係の現状と未来についてjと題した講演で、

今日の様々な両国間における問題の解決に向け、2008年に発出した

日中共同声明「戦略的E恵関係」の包括的推進に立ち返ることが重要

であること、未来志向の若い世代の交流には大きな意義があることなど、

流暢な日本語や中国語を交え丁寧に解説した。

3 "¥-I ~ 

茶話会・昼食会で韓公使を図み記念撮影

また、韓公使は、教職

員や学部留学生・大学院

生らとの茶話会・昼食会

で「両国国民の友好発

展や幸福のためにできる

ことは、まず一人ひとりが

できることからはじめること

が大切で、あるjと誇った。

入院患者へひざ掛けを

村上記念病院では、寒さを向かえるこの時期に入院患者へひざ掛け

を贈っている。

この行事は、毎年行っている催事で、本院とかかわりのある森プリント(株)

社長(本社岐阜県羽島郡笠松町米野)の森典義氏や地元各繊維会社の

協力を得て寄付を受けたひざ掛けを入院患者一人ひとりへ贈った。

.心のこもった贈り物

本院の非常勤講師で、いちだクリ

ニック院長(岐阜市清本町)の市田正

成先生、森社長、大橋宏重病院長ら

.-. .・

「商品開発塾」を開催

岐阜県内の商業高校などで組織される岐阜県商業教育研究会と

マーケティング研究所が、「ヒットメーカーに学ぶト商品開発塾-Jと「情報

交換会」を穂積キャンパス6号館講義室で開催した。

「一般社団法人愛Bリーグ本部」の専務理事(兼)事務局長を務める俵慎一

氏を講師に迎えた今回の開発塾では、「地域の宝ーご当地グルメーでふるさ

とを元気にリがテーマとなり高校教員や経

営学部教員・学生ら約60名が出席した。

18・1グランプリで「まちおこしJ

俵氏は、2006年にはじまったB級グルメ 俵氏が8-1グランプリで

のチャンピオンを決める国民的イベント 「まちおとしJを語る

IB-1グランプリjは「まちおこしJがキーワードで、いわゆる料理の優劣を競うも

のではなく、地元を元気にしたいといっ地域社会の共同PRイベントであるこ

と、また、高校生たちが地域住民と共にイベントに参画し地域を盛り上げてい

る事例を紹介し、B-1グランプリの本当の姿「まちおこしJについて熱く語った。

受講者は、地域社会に根ざした商業高校での新たな取り組みのヒント

を学んだ。

成人式で歯科検診

瑞穂市総合センターで行われた成人式で「記念歯科検診」が実施

された。成人式での歯科検診は毎年実施されており、歯学部社会口腔

保健学研究室の歯科医師らが、新成人の歯科検診を行うと共に歯の

健康管理についてアドノTイスを行った。

.歯の健康に対する意識

成人式会場では、あでやかな振り袖やスーツ姿の新成人たちが虫歯

の有無を診てもらったり、フ事ラッシング指導なとを受けていた。

歯科検診を監修した同研究室の磯崎篤則教授(歯学部長)は、「成人

式を迎えた若者の歯の健康に対する意識は非常に高Uものがある。これ

からも健診を通じて地域社会の健康を守っていきたいjと語った。

高校教員が進路研修会

岐阜県産業振興会生活産業教育部会並びに高等学校校長協会

家庭部会の教員研修会が、穂積キャンパスで開催された。

この研修会は、同部会の会員である高等学校校長や進路指導担当

者らが、県内事業所での研修・見学を通じ今後の家庭科教育のあり方

や生徒の進路指導に役立てようとの趣旨で開催されてし喝。

.看護学科の魅力

本学の教育の特色や充実した施設設備などをDVDで視聴した参加

者は、本年4月開設の保健医療学部看護学科の概要や特色、入試

がサンタクロース姿に扮して病室を訪 入院患者にひざ掛けを贈る | 制度や奨学金制度などについて、同学科設置準備室の演畑章子教授

問。「早くよくなりますように」と声をかけてひざ掛けを渡すと、患者さんは | から説明を受けた。参加者は、新たに開設される看護学科について今後

「心のこもったプレゼントをありがとう」と笑顔をほころばせていた。 Iの進路指導に役立てようと熱心にメモをとっていた。



法学部で「特別講義」

法学部では、各分野で専門的な知見・知識を有する外部講師を招

へいし「特別講義」を開催している。

ー矯正教育の実状を学ぶ

大野正博教授がコーディネーターを務める「矯正教育のこれまでこれ

から一岐阜刑務所の現状と展望一」と題した講義では、岐阜刑務所教育

専門官の高井健司氏と同刑務所外部講師として英会話を教える河合

雅子氏が、刑務所内の実状や矯正教育の内容(受刑者の資質と環

境に応じたプログラム)など詳細に解説。講師らは「社会復帰した出所者

が再び犯罪を起こさないために、刑務所での矯正教育が重要であるjと

語った。

受講学生からは、「受

刑者個人が尊重されて

いる矯正教育が良く理

解できた」などの声が聞

かれ、現代の刑務所に

求められている社会的

役割を学んだ。 外部講師から「矯正教育の実状」を学ぶ

サイバー犯罪を監視

岐阜県警察本部で「サイバー防犯ボランティア」の委嘱式が行われ、

法学部学生で構成される防犯ボランティア団体「めぐるjのメンバーたち

が酒井史朗生活安全部部長から委嘱状の交付を受けた。

サイバーパトロールに学生が協力するのは県内で初めての試み。岐阜

県警察本部によると、不正アクセス事件等のサイバー犯罪は年々増加

傾向にあり、警察のカだけでは限界があることから、サイバー空間の取り

締まり協力を学生にお願いすることとなったとのこと。

.地域社会への貢献

委嘱を受けた「めぐる」のメンバーたちは、慣れ親しんでいるネットの

知識や経験を生かし自宅のパソコンからネット上の掲示板やサイトを見て

回り、違法な書き込みゃ情報が掲載されている場合には、「インターネット・

ホットラインセンター」に通報することとなる。

これまで、瑞穂市や警察と連携し「散歩レンジャー」として大学周辺の

防犯パトロール、小学校での「防犯教室」の開催、「青色パトカー」で

市職員らと通学路の見回りを行うなど、「めぐる」のメンバーたちは地域

社会の子供たちの安全と防犯意識の向上や啓発にも努めている。

委嘱状を受ける「めぐる」のメン，c-
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日本小児歯科学会を開催

「第32回日本小児歯科学会中部地方会大会」が瑞穂キャンパス6号

館で開催され、飯沼光生准教授(歯学部口腔構造機能発育学講座

小児歯科学分野)が大会長を務めた。

「地元からの情報発信Jがメインテーマにかかげられた同大会では、

山県市立高富中学校長の和回全弘先生による「子どもを知るということ」

と題した特別講演、愛知学院大学歯学部小児歯科学講座の豚裕篤

教授による「小児歯科医が知っておきたい子どものアレルギーJと題した

教育講演が行われた。

.活発な質疑応答や情報交換

また、シンポジウムでは「第二大臼歯萌出障害の診断と治療」がテー

マに取り上げられ、350名をこえる参加者たちは今後の歯科医療に役立

てようと熱心に耳を傾けていた。同大会では、そのほか歯科衛生士セミ

ナー、一般展示発表、認定医・専門医更新発表、認定歯科衛生士申請

発表もあり、活発な質疑応答や情報交換が行われ、大会は盛会裏に

終了した。

園 第32回日本小児歯科学会中部地方会大会問 総会-

オープンスクールを実施

三重県立四日市商業高等学校の生徒たちが、穂積キャンパスに来学

しオープンスクールに参加した。

今回の訪問は、「高大連携

授業」のひとつとして、また、高

等学校における「体験学習」の

授業の一環として生徒たちが

大学を訪問してU芯るものである。

生徒たちは、講義室で「簿記

の魅力(携帯3社を用いて)Jの

講義を受講。また、DVDで大学 高校生が熱心に「簿記の魅力」を学ぶ

で学ぶことの意義や学生生活の過ごし方などを視聴すると共に学内

施設を見学し、11日大学生」を朝日大学で体験した。

.愛知県内の商業科教員が来学

愛知県立学校商業教育連絡協議会研究員の教員らが穂積キャン

パスで商業教育や生徒指導のあり方について研究を行った。

教員らは岩崎大介経営学部長からの歓迎の挨拶を受けた後、会計

研究部監督の小島ー富士教授(経営学部)からの講演を受講。その

後、全国でトップクラスの会計教育が行われている会計研究部の研究

室・部室などを見学した。
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入学前セミナーを開催

.歯科医師への道がスタート

「歯学部入学前セミナーjが、穂積キャンパス及び大垣フォーラムホテルに

おいて開催され、今春の入学を，心待ちにした入学予定者が参加した。

セミナー会場では、磯崎篤則歯学部長らから「入学までの貴重な時間を

将来の歯科医師という夢に向けた歩みの期間としてもらいたいJとの挨拶、

「教育方針、歯学教育の現状、歯科医師をめざす学生像」などの説明や、入

学までの様々なアドバイスが行われた。グループデイスカッション、チューターらと

の座談会やボウリング大会では、教職員との交流もはかられ、参加者たちは、

朝日大学での充実した学生生活に夢と

希望をふくらませていた。

.看護師をめざす入学予定者

また、本年4月開設の保健医療学

部看護学科でも「入学前セミナーJが

穂積キャンパスで開催され、多くの入 活発なク、ループディスカツシヨン

学予定者が参加した。 が展開(歯学部)

森下伊三男副学長や演畑章子教授らから「看護師をめざす学生の

取り組みJと題したガイダンスを受講。その後、教職員らとの茶話会やゲー
ムで交流を深めた参加者たちは、看護実習室やキャンパス内の各種

施設を見学した。

参加者からは「大学生活への不安が解消された」などの感想、が寄せ

られ、有意義な「入学前セミナーJとなった。

学生補導講演会

学生部主催の「学生補導講演会」が、歌手で“魂のボーカリスト"の

杉山裕太郎氏(2003年度法学部卒業)を講師に迎え穂積キャンパス6

号館大講義室で開催された。

本講演会は、学生が薬物犯罪等に巻き込まれな

いために注意を喚起させると共に、犯罪被害に関

する予備知識を与えることにより、自己防衛のため

の意識を高めさせることを目的に開催されたもの。

.紳(きずな)
杉山氏が音楽ライブを

現在、青少年の健全育成のため日々全国各地を交え熱く語った

飛び回っている杉山氏は、「紳(きずな)一どん底の中で見つけたヒカリー」

と題した講演で、自身の覚せい剤依存症から立ち直った経験談や、それ

就職活動本格スタート

大学生の就職環境がますます厳しさを増すなか、法学部・経営学部

3年生の就職活動がいよいよ本格的に始まった。

本学では、就職支援の一環として就職活動を直前に控えた学生(3年

生)を対象に、大垣フォーラムホテル(大垣市)において「面接合宿トレー

ニング(1泊2日)Jを実施した。

.ビデオで面接の様子を確認

同合宿では、地元企業の人事担

当者を講師に招き、「自己分析.PR、

志望動機の作成」から「模擬面接」

まで、実践的で幅広い指導が2日間

にわたり行われた。参加した学生たち 人事担当者による「模擬面接」

は、就職戦線を目前に控え真剣な面持ちで講師のアドバイスに耳を

傾け、それぞれが手応えを感じている様子であった。

.積極的に自己アピール

また、2月には岐阜都ホテル(岐阜市)において「朝日大学2014就職

セミナーJが開催された。
このセミナーは、本学学生の採用実績が豊富な東海地区を中心とし

た企業を招いて行う本学独自の就職説明会で、毎年学生たちが自分を

積極的に企業へ売り込む場となっている。参加企業は150社を超え、

約400名のリクルート姿の本学学生が企業ブースに足を運び、採用担当

者と面談した。

セミナー終了後の企業担当者からは、参加学生の意欲・熱意の高さに

評価が集まり、入学時から取り組んできた就職活動に対する備えの成果

が大いに感じられた「就職セミナー」となった。

裁判所の仕組みを学ぶ

法学部の平田勇人ゼミでは、学外から様々な分野のエキスパートを

招へUミし特別講義が行われている。

名古屋地方裁判所の上席書記官や民事執行官を歴任し、現在、

民事調停委員・家事調停委員・司法委員の職にある奥村勲氏を講師に

迎えた講義では、ゼミ生のほか「民事執行法、民事保全法」の受講生

らも出席し、真剣な面持ちで奥村氏の講義を受講した。

.実務経験者から学ぶ

「裁判所の仕組みJを実務経験者から直接学ぶことのできた特別講
義は、法職をめざす学生た

ちにとって有意義な授業と

なったようだ。

高い識見と物腰の柔らか

い人柄で裁判所からも絶大

な信頼が置かれていた奥村

氏は、講義の最後に「朝日大

学の皆さんに、将来、裁判所

までの家族とのかかわりについて約600名の後輩たちを前に音楽ライフ- I で働いてもらいたいので期

を交え熱く語った。 I待していますJと結んだ。 奥村氏が「裁判所の仕組み」を語る



会計研究部

「公認会計士試験
(短答式)Jに合格
一昨年春に創部し高等学校や関係団体からも大きな注目を浴

びている体育会会計研究部では、部員たちがみごと難関資格

である「公認会計士試験(短答式試験)J、「税理士試験J、「日商
簿記検定試験」に合格した。

「公認会計士試験(短答式試験)Jでは6名の合格者、「税理

士試験」では「簿記論J5名・「財務諸表論J9名の合格者(うち

3名は両科目合格)、また、「日商簿記検定試験(1級)Jでは3名の

合格者をそれぞれ輩出した。

.新たな難関資格にチャレンジ‘

合格者たちは、気持ちを切り替え「公認会計士試験(論文式

試験)Jをはじめとする新たな難関資格合格をめざし日々勉学に

励むこととなる。

学生たちは、来るべき国際未来社会での活躍を夢に、朝日大学

で着実に実社会で必要となる能力を身に付けつつある。

「ベースボール・アカデミー」開催

岐阜県野球協議会が主催し、朝日大学が共催する公開講座「ぎふ

ベースボール・アカデミー」が、穂積キャンパス5号館講義室で開催された。

アカデミー開会にあたり本学客員教授でJR西日本野球部総監督・

岐阜県野球協議会理事長の後藤寿彦氏から挨拶があり、ボーイズ

リーグの選手や指導者、選手の父母たち約200名が参加し熱心に講師

らのトークに耳を傾けた。

参加者は熱心に講師のトークに耳を傾けた

'選手の能力を引き出す

今回の講座は、「トップレベルのコーチング」がメインテーマ。講師に

迎えたソフトボール元日本代表監督の宇津木妙子氏と中日ドラゴンズ

二軍外野守備・走塁コーチの英智氏からは、オリンピックでの戦いの厳し

さやプロのトレーニング方法のエピソードをまじえ、選手の能力をヲ|き出す

秘訣が語られた。また、指導者として常に新しい情報を収集すること、

選手との信頼関係をいち早く築くことの大切さなども解説された。
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剣道 朝日大学錬成会

体育会剣道部の主催による「第12回朝日大学剣道錬成会」が、大垣

市武道館で開催され県内外強豪校の高校生剣士たちが集った。

同錬成会は、高校剣道の競技力向上と本学剣道部の活動を県内外

にアピールすることを目的として2003年から毎年開催されており、当日は

約300名の高校生剣士(県内11校、県外8校)らが参加。剣道部神山

勝郎監督らによる指導の下「基本錬成、試合錬成、稽古会」に真剣に

取り組んでいた。

I r心技体」を磨く
会場となった武道場には

強豪剣士の交える剣音が

鋭く響き、全国選抜大会を

間近に控えた剣士たちに

とって「錬成会」は、技術・

競技力向上の充実した一

日となった。

全国から強豪剣士が集う

吹奏楽 ボランティア演奏会

学友会吹奏楽部の部員と指導者の宮ノ下佳彦氏が、野村ディサー

ビス(大垣市)を訪問し「ボランティア演奏会Jを開催した。

演奏会では、「じえじえじえJで昨年の流行語大賞を受賞したNHK

連続テレピ小説「あまちゃんJの挿入歌やクリスマスメロディーが演奏
され、デイサービス利用者や職員らといっしょに歌ったり楽器を奏でたりと

楽しい時間を過ごした。

吹奏楽部は、入・卒業式など式典での演奏、大学祭でのコンサートを

はじめとして学内外でも積極的な演奏活動を行っている。

ディサービスで演奏会を開催
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沖縄をはじめ各地で
教育懇談会

沖縄県出身者の在学生や新入

生の父母を対象とした「朝日大学教

育懇談会」が、沖縄都ホテル(那覇

市)で開催され150名を超える参加

者があった。

懇談会では、即戦力として実社

会に旅立つことができる魅力ある教

歯科医師の魅力を語る磯崎歯学部長 育内容、きめ細かな指導体制、充実

した医療体制や施設設備がそれぞれ紹介された。説明を聞いた父母た

ちからは、「沖縄とは気候なとミの違いはあるものの、学べる環境が整って

おり安心して子供を送り出すことができます」との声が多く聴かれた。

I rビデオレターjを上映
懇談会場では、穂積キャンパス内で撮影された沖縄県出身学生の

ビデオレターが上映され、参加者たちは、岐阜の地で生き生きと大学生活

を送る我が子の姿を確認していた。

また、同様の教育懇談会が大阪、金沢、福岡、熊本でも開催され、多く

の父母たちが、熱心に学修環境の説明などに耳を傾けていた。

12014年度学年暦」決まる
法学部・経営学部

前学期の日程
3月31 日~4月 4 日

4月2日

4月5日
4月 1 1 日~15日

5月 8 日~12日

7月25日

7月26日~8月 2 日

8月 4 日~9月18日

8月 4 日~13日

8月20日

8月27日~9月 2 日

9月19日

9月20日

9月20日
9月24日~26日

(注)日程等変更となる場合があります。

行事等
ガ「イダンス期間(定期健康診断を含む。)
入学式(春季)
前学期授業開始
履修届・個別授業時間膏j提出期間
履修登録修正期間
前学期授業終了
前学期定期試験期間
夏季休業期間
集中講義期間
前学期定期試験合否結果発表目、
前学期追・再試験手続目
前学期追・再試験期間
卒業式(秋季)
入学式保k季)
後学期授業開始
前学期成績通知表配付期間

rみ~却〉
4仏，~'ヲ〉

創立43周年記念植樹
朝日大学では、本年1月19日(日)で創立43周年を迎えた。

これを記念して、穂積キャンパス内のAUクラブハウス(南棟)東側にて

「記念植樹」が行われた。

大友克之学長の挨拶の

後、出席した教職員の手に

より本学が一層たくましく発

展・成長することを祈り、記

念樹の「クロガネモチ」が

植樹された。

本学のさらなる発展・成長を願い、記念植樹を行った

「サービス介助」の考え方を学ぶ

建学の精神に基づき社会に

貢献できる人材を育成することで

昨秋からはじまった必修科目「社

会貢献」の授業で、法学部・経営

学部l年生が高齢者疑似体験

と車イス体験を行った。

この体験(授業)は、高齢者を 高齢者役と介助者側ζ分かれ疑似体験

はじめ介助を必要とする者と接するときの心構えと「サービス介助jの

考え方を学ぶことを目的に実施された。この授業を通じ学生たちは、相手

の立場に立った戸がけや行動力の必要性を実感したようだ。

入学式を4月2日に挙行
保健医療学部看護学科の
学年暦については、4月に発表します。

歯学部 (6学年も3月31日に新年度開始)

前学期 | 行
の日程

法学部・経営学部では、J聖業回数の確保という観点から、2014年度は特定の
祝祭日等(4月29日一昭和の目、7月21日ー海の日、10月13日一体育の臼、11月
3日一文化の目、11月24日一勤労感謝の日の振替休日、1月19日一創立記念日)
に授業を実施することとし、核当する祝祭日の振替休日として特定日(5月1・2目、
10月15・16・17目、1月21日)を休日(綬業を行わない。)とします。
なお、このことにより、休日の日数が減ることはありません。
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(注)日程等変更となる場合があります。

等

3月31日

4月1日 定期健康診断
4月2日 入学式学生部オリ工ンテーション
4月3日 アチーブメントテスト 前学期授業開始
4月3・4日 新入生学外研修
4月5日 登院式
4月7日 前学期授業開始
7月18日 前学期授業終了 前学期授業終了
7月22日 前学期定期試験開始 前学期定期試験開始
~28日 前学期定期試験終了 前学期定期試験終了
8月1日 夏季休業開始 夏季休業開始
8月23日 夏季休業終了 夏季休業終了
8月25日 前学期追・再試験開始 前学期追・再試験開始
~30日 前学期追・再試験終了 前学期追・再試験終了
9月1日 後学期授業開始 後学期授業開始

歯学部での祝祭日等の対応については、従前(カレンダーどおり)のとおり取り扱うこととします。


